
◎イベント等の主催者及び参加者は、以下の項目に留意すること。

●基本的な遵守事項

確認欄 チェック内容

□ 来場前に各自、体温測定を行い、健康状態を確認すること。

□

以下のいずれかに該当する場合は来場・参加を控えること。

・発熱の症状がある方（目安として体温37.5度以上）、息苦しさ（呼吸困難）や倦怠感、味覚・臭覚異常、咳、咽頭痛

などの症状がある方。

・過去１４日以内に発熱や感冒症状で受診や服薬をした方、また、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされ

ている国、地域等への渡航または当該在住者との濃厚接触がある方。

□ 参加者全員、会場内ではマスクを着用すること。

□
こまめに手洗い、手指の消毒を行うこと。

特に、多接触部位（ドアノブ、手すり、電気スイッチ等）に接触した場合は、各自、手指の消毒を行うこと。

□ 人との間隔を最低１ｍ、できるだけ２ｍ空けた状態を保つこと。

□ 参加者どうしの身体接触や近距離での発声、会話、大声を控えること。

協力要請

事項
□

主催者が求める場合は、参加者名簿に氏名、連絡先を記入し、感染者が出た場合、関係機関への情報提供に協力するこ

と。

□

座席数を減らすなど、人と人との距離を確保する。

　国が示す、イベント開催制限の段階的緩和の目安に応じた人数上限を遵守

　　座席有りの場合：１席以上の間隔の確保

　　座席無しの場合：原則、前後左右２ｍの間隔を確保

□ 入口、受付窓口に手指消毒剤の設置

□ 屋内、会場型のイベントでは、非接触型の体温計を準備するなどし、できる限り参加者の検温を実施

□ 呼吸が激しくなるイベントは控え、マスクを着用したまま行うことのできる負荷の少ない事業内容に留めること。

□

屋内においては、常時出入口の扉を開放し、換気設備を作動させて換気を行うこと。

開放可能な窓は定期的に全開し、密閉状態としない。

（例：少なくとも３０分に１回、５分以上、窓を全開にする。）

□

できる限り、屋内、会場型のイベントにおいては、感染者が出た場合に備えて参加者名簿（氏名、連絡先等の記録）を

作成し、概ね１か月間は確実に保管すること。

※感染者が出た場合に、保健所等への関係機関に情報提供することへの理解を求める。

□ 屋内、屋外の別により、会場のレイアウト、間隔を検討する。

□ できる限り、イベントは短く、概ね２時間以内とすること。

□ 屋内、会場型イベントでは、人と人が対面する状況では、ビニールカーテンなどで遮蔽する。

□ 参加者が距離をおいて並ぶよう、足形などの目印を表示する。

□ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策への取り組みを表示する。（チェックリストの表示等）

□ スタッフはマスクを着用。チケットや金銭などの授受がある場合は手袋を着用する。

飲食・

　物販
□

物産品販売、飲食については最低限とするが、原則、テイクアウトとし、滞留した状況を作らないように配慮する。ま

た、販売・飲食スペースについては、３密の状況を作らないようにする。

※会場型とは、スタジアムや公園等で出入口があり、入場者の出入りが把握・管理できる条件が揃っている施設の意です。
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沼津市内でのイベント開催におけるチェックリスト

（新型コロナウイルス感染症拡大防止）
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市も推奨します！ 厚生労働省 COCOA-新型コロナウイルス接触確認アプリを活用しましょう！

≪このアプリでできること≫

１ このアプリをスマートフォンに設定した人どうしの接触を記録します。

２ 新型コロナウイルスに陽性と判定されたら、本アプリに匿名で登録できます。

３ 最近接触した人の中に陽性登録した人がいたら、通知と適切な行動が知らされます。

コロナには「正しく恐れ、しっかり対策し、安全な生活を！」


